










32 現代の図書館 Vol．34 No．1（1996）   
読書案内サービスはなぜ必要か  
貸出カウンター，委託，自治体行政とのかかわりをめぐって  
薬袋 秀樹   
・アルバイトが質問を正確に正規職員に伝えるこ   
とができない場合，利用者は正規職員にもう一   
度質問をしなければならず，二度手間になる。  
・事務室から出てくる正規職員は，様子がわから   
ないため，自分が最初から受けた場合と比べて   
緊張していることが多い。  
・最初のうちは，アルバイトと正規職員の二人が   
出てくるため，いかにもおおごとを頼んだよう   
な印象を受ける。  
・アルバイトに質問する時間，正規職員を呼びに   
行き正規職員が出てくるまでの時間など，直接   
































1．貸出カウンターと職員のあり方   
1．1貸出カウンターの職員   
現在の貸出カウンターの職員配置について具体  
的に考えてみたい。  
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いかわからない」という印象を持ち，職員の側で  
















である。   
この場合，職員の責任能力，知識の蓄積，経験  
の長さに応じた分業体制が必要である。  
1．2 貸出カウンター   
貸出カウンターはどうあるべきだろうか。  















































とえわずかでも職員にゆとりがある場合である。   
したがって，忙しいときは，貸出カウンターで  
も何らかの分業体制が必要である。  
（3）正規職長の司書と非正規職員が一体となって   











34 現代の図書館 Vol．34 No．1（1996）   
行なっていたり，職員を配置する余裕がないため  
空席になっていたりすることが多い。これらの図  
















































































職員によってサービスに明確な違いがあれば，司   








館とは明確な速いが生ずるはずである。   
2．2 貸出カウンターの業務の評価  
































正規職員の増加をくいとめるのは困難である。   
書の配置と司書職制度が広がるはずである。  




①直営で司書職制度のある図書館では，委託の図   
書館や司書のいない図書館では困難なサービス   
が必ず行われていること。  
②そのサービスが行われていることが利用者や行   
政関係者に一目でわかること。初めて来館した   
人にも実践やサインの形ではっきり見えなけれ   
ば，サービスが行われているとはいえない。  
③そのサービスの結果，利用者の満足度が委託の   
図書館や司書のいない図書館よりもそれだけ高   
くなっていること。   
このような条件が満たされれば，委託が広がる  
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職員よりも高くなる。   












障されないことがわかる。   
3．2 専門的サービスに対する司音の責任  


























（2）図書館現場における読書案内の方法   
本当に読書案内のための人手がないのだろう  








































いのと対照的である。   
管理部門が，このような決定を下す前に，図書  
館に対して読書案内のような専門的サービスを実  

















をもって利用者に応対できるそうである。   
貸出の合間に読書案内を行うというこれまでの  
考え方から脱却し，まず読書案内や リクエスト，  
貸出業務中の専門的業務に必要な司書を確保する  































































しかないサービスを住民が評価するほずがない。   
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